
メインボディを回し、保護キャップを外す採血紙に名前の記入と、指の消毒

※採血後は、カットバンで止血・保護してください

採血紙に、採血日とお名前を記入する。採血前
に石けんで手を洗い、消毒綿で採血する指先を
消毒する。使用方法の動画をご確認ください。

血液を押し出す

指の付け根から、絞り出すようにして血液を
押し出す。

穿刺ボタンを押さない様に持ち、保護キャップ
を持ってメインボディを２、3 回まわし、保護
キャップを外す。

指先にランセットを当てボタンを押す

指先にランセットをしっかり当て、穿刺ボタン
( 黒い四角部分 ) を１回押す。ボタンを押したら
すぐに離してください。
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濾紙に血液を落とす
円形の濾紙に血液を丸部分から、はみ出るくら
いの量を落とす。４～６の工程を繰り返す。
※血液量が足りないと検査できません。血液量が少な
い場合には、一つの濾紙のみに滴下してください
※丸い濾紙は強く触らないようにしてください
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スポイトで血液を採取する
スポイトで血液を吸い上げる。
スポイトの軸の部分より下まで吸い上げ
る様にするとスムーズです

返送用封筒に入れ、ポストに投函

封筒に「採血紙入りアルミ袋」と「ランセット２つ※」
を使用・未使用に関わらず入れ、ポストに投函
する。
※医療廃棄物として当社で処分します

濾紙を開いたまま乾燥させ、調査票に入力する
直射日光の当たらない涼しいところで２時間
ほど自然乾燥し、その間に右上の QR コードから
調査票を入力する。

5 87いい例

悪い例 調査票 QR
https://abura-kit.jp/form-h

キットの内容物

①アルミ袋
※脱酸素剤入り

②採血紙 ③消毒綿 ④カットバン ⑤スポイト ⑥ランセット

あぶらの通信簿あぶらの通信簿

採血の方法
食 生 活

穿刺ボタンを
押さない様持つ

保護キャップ メインボディを２、３回まわす

・室温など、極端な高温低温を避けた場所で採血してください
・アルコールアレルギーの方は、手ゆびの洗浄のみにしてください
・手を温める／グーパーを繰り返す／手を揉む／など、血液を出しやすくする

採血の前に
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食生活 あぶらの通信簿について

メールアドレス

使用方法の動画
https://abura-kit.jp/how


